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テストシナリオの説明の前に

 テストで使用されるDICOMオブジェクト
– CT

– RT Structure Set

– RT Plan(Geometric Plan)

– RT Plan(Dosimetric Plan)

– RT Dose

 事前テストツール（RO専用）

 テストシナリオと基準



CT

 一般的なCT

 特にRO特有の規定はない

 テスト前にArchiveに登録されている状態

– このとき、非圧縮で保存されていること



RT Structure Set
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ROI Contour Module



ROI Observations Module



RT Plan



RT General Plan Module



RT Prescription Module



RT Fraction Scheme Module



RT Beams Module



RT Dose

M

M

M

M



RT Dose Module



事前テストツール（RO専用）

放射線治療用のツールを使用

後日、メールにて配布

–インストール方法について

–使用方法について



事前テストツールのインストール











使用方法の詳細は、インストールフォルダ内の
Documentationを参照してください。



事前テストツールの使用方法

 Filevalidator

– 作成したDICOMデータの検証に使用する。

 TestSenarios

– DICOM通信テストに使用する。







事前テスト結果の提出

Resultfilesフォルダ内のファイルを提出してください。



テストシナリオについて

 Create Contour(Single Series CT)

 Create Contour(Multi Series CT)

 Create Geometric Plan

 Create Dosimetric Plan

 Dose Display



Create Contour(Single Series CT)

 ArchiveがCT(Single Series)をC-Storeで
Contourerに送信。

 ContourerがRT Structure SetをC-Storeで
Archiveに送信。

Archive Contourer

CT(Single Series)

RT Structure Set



Create Contour(Multi Series CT)

 ArchiveがCT(Series 1)をC-StoreでContourerに送信。

 ArchiveがCT(Series n)をC-StoreでContourerに送信。

 ContourerがCT(Single Series)をC-StoreでArchiveに送信。

 ContourerがRT Structure SetをC-StoreでArchiveに送信。

 オプションなので、テストを行わなくとも良い。

Archive Contourer
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Create Geometric Plan

 ArchiveがCT(Single Series)をC-StoreでGeometric 
Plannerに送信。

 ArchiveがRT Structure SetをC-StoreでGeometric Planner
に送信。

 Geometric PlannerがGeometric Plan(RT Plan)をC-Storeで
Archiveに送信。

Archive
Geometric

Planner

CT(Single Series

Geometric Plan
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Create Dosimetric Plan

 ArchiveがCT(Single Series)をC-StoreでDosimetric Plannerに送信。

 ArchiveがRT Structure SetをC-StoreでDosimetric Plannerに送信。

 ArchiveがGeometric Plan(RT Plan)をC-StoreでDosimetric Plannerに
送信。

 Dosimetric PlannerがDosimetric Plan(RT Plan)をC-StoreでArchiveに
送信。

 Dosimetric PlannerがRT DoseをC-StoreでArchiveに送信。

Archive
Dosimetric

Planner

CT(Single Series

Dosimetric Plan(RT Plan)
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Geometric Plan(RT Plan)

RT Dose



Dose Display

 ArchiveがCT(Single Series)をC-StoreでDose Displayerに送信。

 ArchiveがRT Structure SetをC-StoreでDose Displayerに送信。

 ArchiveがDosimetric Plan(RT Plan)をC-StoreでDose Displayerに送
信。

 ArchiveがRT DoseをC-StoreでDose Displayerに送信。

 Dose Displayerが線量分布を表示。

Archive
Dose

Displayer

CT(Single Series

RT Dose

RT Structure Set

Dosimetric Plan(RT Plan)



アクタの判定基準

 作成された各DICOM-RTオブジェクトに違反がな
いこと。（IHE-Radiation Oncology TF v1.6）

 各DICOM-RTオブジェクトの情報が問題なく再現
できること。（ IHE-Radiation Oncology TF v1.6 ）

 保存されたデータが送信データと同等であること。
（Archive）

 保存されたデータの閲覧（検索）が容易にできる
こと。（Archive）
– DICOM-RTの識別が可能なこと



Contourer

 CTをArchiveから受信できること。

 輪郭情報をStructure SetとしてArchiveへ送信が出来るこ
と。

 Structure Setの内容が規定に違反していないこと。

– 輪郭情報が複数セットされていること。

– 輪郭の種類は Point もしくは、Closed Planarであること。

– ROIの種類が規定のものであること。

– Referenced SOP Instance UID(使用するCTのもの)に
正しいUIDがセットされていること。

– 作成装置の情報（General Equipment Module）がセット
されていること。
• ベンダー名称、装置モデル名称、ステーション名



Geometric Planner
 Structure SetをArchiveから受信し、輪郭情報が再現でき
ること。

 Geometric Plan(RT-Plan)をArchiveへ送信出来ること。

 Geometric Planの内容が規定に違反していないこと。

– Beam情報がひとつ以上セットされていること。

– Beam コントロールポイントが２つ以上セットされてい
ること。（1: 照射開始時。2: 照射終了時）

– Referenced SOP Instance UID(使用するStructure Set
のもの)に正しいUIDがセットされていること。

– 作成装置の情報（General Equipment Module）がセット
されていること。
• ベンダー名称、装置モデル名称、ステーション名



Dosimetric Planner その１
 Geometric Plan、Structure SetをArchiveから受信し、照射
情報、輪郭情報が再現できること。

 Dosimetric Plan(RT-Plan)、RT-DoseをArchiveへ送信出
来ること。

 Gesimetric Planの内容が規定に違反していないこと。
– Beam情報がひとつ以上セットされていること。

– 処方線量等の線量情報がセットされていること。

– Referenced SOP Instance UID(使用するStructure Setのもの)に正
しいUIDがセットされていること。

– 作成装置の情報（General Equipment Module）がセットされている
こと。
• ベンダー名称、装置モデル名称、ステーション名



Dosimetric Planner その２

 RT-Doseの内容が規定に違反していない
こと。
– 線量分布情報がMulti Frameで記述されていること。

– Referenced SOP Instance UID(使用するDosimetric 

Planのもの)に正しいUIDがセットされていること。

– 作成装置の情報（General Equipment Module）がセット
されていること。
• ベンダー名称、装置モデル名称、ステーション名



Dose Displayer

 Dosimetric Plan、RT-Dose、Structure Setを
Archiveから受信し、線量分布、輪郭情報
が再現できること。

 Dosimetric Plan、RT-Dose、Structure Setの
リンク情報について、オートマチックもしく
は、セミオートマチックで指定・設定ができ
ること。

 線量分布表示が正しく表示できていること。



Archive（RT）

 DICOM（-RT）を受信/保存するサーバーの機能
– 各アクターからのDICOM（-RT）オブジェクトを受信し、
保存できること。

– 保存できたことを確認できるGUI表示（コマンドライン
やSQLでの確認は不可）

 DICOM（-RT）オブジェクトを選択/送信する機能
– 送信するべきオブジェクトの検索が容易に行え、操作
及びその結果表示はGUI上で行えること（コマンドライ
ンやSQLでの検索は不可）

– インスタンス及びシリーズ単位で送信できること。
• シリーズ単位でしか送信出来ないのは不可。



最後に

ご静聴ありがとうございました

何かご質問は？


